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司
本
年
度
担
当
者
会
議
聞
く
l
」

「
1
事
業
の
推
進
と
予
約
募
集
な
ど
協
議
L

九
月
十
二
日
、
東
京
都

・
虎
ノ
門
パ
ス
ト

ラ
ル
に
お
い
て
、
全
国
漁
船
海
難
遺
児
育
英

事
業
事
務
担
当
者
会
議
が
各
都
道
府
県
遺
児

を
励
ま
す
協
議
会
事
務
局
担
当
の
漁
連
・
指

導
連
・
信
漁
連
・
安
全
協
会
等
の
職
員
約
四

十
名
と
全
国
協
議
会
事
務
局
担
当
の
全
漁
連

沢
村
漁
政
部
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
参
加
者
全
員
が
漁
船
海
難
殉
職
者

に
対
し
て
黙
と
う
を
行
い
、
本
会
の
稲
垣
専

務
、
全
漁
連
の
沢
村
漁
政
部
長
か
ら
各
県
担

当
者
の
遺
児
を
励
ま
す
運
動
の
推
進
活
動
及

び
育
英
一
事
業
事
務
の
日
頃
の
ご
苦
労
に
感
謝

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
育
英
事

業
の
充
実
の
た
め
に
、
一
層
の
協
力
を
お
願

い
す
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

よだAQE 
英＝民

同

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
①
平
成
二
年
度

事
業
報
告
及
び
平
成
三
年
度
事
業
計
画
、
②

学
資
給
与

・
奨
学
金
貸
与
事
業
、
＠
募
金
活

動、

④
育
英
事
業
推
進
活
動
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

学
資
給
与

・
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ
い
て

は
、
教
育
費
・
育
英
事
業
の
現
状
の
説
明
、

奨
学
生
出
願
及
び
奨
学
金
送
金
等
の
事
務
手

続
き
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
高
校

・
大
学

等
進
学
予
定
者
の
奨
学
生
予
約
採
用
制
度
、

さ
ら
に
、
奨
学
生
対
象
者
を
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
把
握
し
て
育
英
制
度
の
周
知
を
図
る
た

め
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
速
や
か
に
漁

協
か
ら
漁
連
等
を
通
じ
て
本
会
へ
連
絡
す
る

方
法
な
と
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
A
玄
議
噌
は
、
年
斗
l

一
目
、
々
合
掴
町
制
目
当
ゴ
説
明
か

一
堂
に
会
L
、
忌
た
ん
の
な
い
意
見
が
交
わ

せ
る
唯
一
の
場
で
あ
り
、
長
時
間
に
わ
た
る

熱
心
な
討
議
の
内
容
、
貴
重
な
意
見
・
要
望

を
今
後
の
育
英
事
業
の
改
善

・
充
実
に
役
立

た
せ
る
こ
と
を
約
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
十
月
二
日
、
第
二
回
理
事
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
議
案
は
左
の
通
り
で
、
異
議
な

く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
四
年
度
制
日
本
船
舶
振
興
会
へ
の

補
助
金
申
請
に
つ
い
て

一
、
評
議
員
の
退
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
の

選
任
に
つ
い
て

な
お
、
理
事
会
に
先
立
ち
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
退
任
理
事
三
名
の
後
任
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
規
奨
学
生
十
七
名
の

採
用
決
め
る

本
年
度
第
二
回
奨
学
生
願
書
の
受
付
け

は
、
七
月
末
日
に
締
切
り
、
奨
学
生
選
考
委

員
会
を
八
月
二
十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
第
二
回
新
規
奨
学
生
と
し
て

学
資
給
与
奨
学
生
十
四
名
、
奨
学
金
貸
与
奨

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

i注

あ
な
た
の
写
真
を
大
募
集

H

）
 
－EA
 
（
 

こ
の
た
び
、
広
く

一
般
の
方
に
も
漁
船
海

難
遺
児
育
英
事
業
に
つ
い
て
こ
理
解
を
得
る

た
め
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

題
材
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
が
、
海
と
子

供
を
主
題

（明
る
い
元
気
な
子
供
、
漁
村
・

漁
港
と
子
供
、
漁
業
を
手
伝
う
子
供
な
ど
）

に
し
た
写
真
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

応
募
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が
、
不

明
の
点
は
本
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

て
応
募
資
格
｜
特
に
制
限
な
し
。

二
、
作
品
の
サ
イ
ズ
等
l
キ
ャ
ビ
ネ
判
1
四

つ
切
り
の
カ
ラ
l
及
び
白
黒
プ
リ
ン
ト
、

ス
ラ
イ
ド
も
可
。
組
み
写
真
は
四
枚
以
内

と
し
テ
l
プ
で
つ
な
ぐ
こ
と
。

三
、
応
募
方
法
｜
画
題
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
文
は
在
学
学
校
名
・
学
年
、

連
絡
先
電
話
番
号
、
撮
影
日

・
場
所
、
撮

影
デ
l
タ
を
記
入
し
た
応
募
票
（
自
作
で

可
）
を
作
品
の
裏
面
に
テ
ー
プ
で
貼
り

（
ノ
リ
付
け
不
可
）
、
本
会
あ
て
送
付
。

四
、
賞
及
び
副
賞
最
優
秀
賞
一
名
H

賞
状

・
副
賞
五
万
円
、
優
秀
賞
三
名
H

賞
状
・

副
賞
三
万
円
、
特
別
賞
H

賞
状

・
副
賞
三

万
円
、
入
選
若
干
名
H

賞
状

・
副
賞
一
万

円
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
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①
特
別
賞
は
中
学

・
高
校
生
を
対
象

②
副
賞
は
、
商
品
券
文
は
図
書
券

五
、
発
表
｜
入
賞
・
入
選
者
に
は
、
平
成
四

年
二
月
末
日
ま
で
に
本
人
に
直
接
通
知
す

る
ほ
か
、
「
育
英
会
だ
よ
り
」
等
を
も
っ

て
発
表
す
る
。
（
入
賞

・
入
選
作
品
は
、
本

育
英
事
業
広
報
用
資
料
と
し
て
作
品
集
等
を

作
成
し
広
く
配
布
す
る
と
と
も
に
、
広
報
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
い
て
展
示
す
る
。
）

六
、
応
募
締
切
｜
平
成
四
年
一
月
二
十
五
日

（土
）
本
会
必
着
の
こ
と
。

七
、
そ
の
他
①
応
募
作
品
の
返
却
（
ス
ラ

イ
ド
の
み
）
希
望
者
は
、
応
募
票
に
要
返

却
と
朱
書
し
返
信
用
封
筒
（
作
品
送
付
時

と
同
額
の
切
手
貼
付
）
を
同
封
の
こ
と
。

②
入
賞
・
入
選
作
品
（
プ
リ
ン
ト
）
は
、

指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
ネ
ガ
を
提
出
の

こ
と
。
＠
入
賞

・
入
選
作
品
の
版
権
は
、

本
会
に
帰
属
す
る
。

新
井
理
夫
さ
ん
（
群
馬
県

・
桐
生
市
）
に

は
、
七
月
下
旬
、
桐
生
市
内
で
「
海
難
事
故

で
親
を
失
っ
た
子
と
も
た
ち
に
愛
の
手
を
」

と
、
油
絵

・
墨
彩
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
個

展
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
、
早
々

か
ら
多
く
の
方
が
来
場
、
盛
況
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

同
氏
に
は
、
漁
船
海
難
遺
児
の
こ
と
を

知
っ
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、
六

年
前
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
個
展
を
開
催
し
、
今

回
が
第
二
回
目
で
す
が
、
多
く
の
方
に
漁
船

海
難
遺
児
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

総
新
井
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き

杭
ま
し
た
多
く
の
方
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

・3

・
人
員
昌

山
川

副

1

ま
す
。

花

K
い

月

は

誓

雪
小
川
の

町

の

開

港

列

仲

w
【
干
ル
ヱ
－
ニ
中
台
、

A
口
弘
引
4
1
Lじ
卓
也
の
将
旅
田

m品
、
油
仇
戸
正
ー
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
裏
面
の
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の

と
お
り
、

一
、
O
一
九
名
と
な
り
ま
す
。

先
の
委
員
会
に
お
い
て
、
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
出
願
の
遅
延
・
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
、

関
係
者
に
対
す
る
育
英
制
度
の
周
知
徹
底
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

漁
協
、
漁
連
等
の
ほ
か
、
中
央
漁
業
団
体
等

の
ご
協
力
を
得
て
本
会
に
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
、
漁
協

・
漁
連
や
関
係
会
社
等
を
通
じ
て

対
象
遺
族
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
高
校

・
大
学
等
進
学
予
定
者
の
奨

学
生
予
約
採
用
制
度
に

つ
い
て
は
、
来
年
度

進
学
予
定
者
か
ら
多
数
の
出
願
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
十
月
末
日
に
締
切
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
予
約
採
用
を
希
望
す
る
方
は

受
付
け
ま
す
の
で
、
も
よ
り
の
漁
協
、
文
は

直
接
本
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一O
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル

「
母
さ
ん
の
光
る
汗
」
海
に

生
き
る
を
主
題
に
｜
新
曲
を
発
表

・オリジナノレアノレノぜム9/!61Uc

母さんの光る汗

修
景
」

Jt率
最
品
M
判ド

ι、
日
昼
昭
判
挿
図
師
即
キ
C
’んぷ山
H

ル
作
詞
刊
、

船
村
徹
さ
ん
ら
、
か
作
曲
し
た
「
港
町
雪
月

花
」
、
「
父
さ
ん
は
天
国
で
」
、

「ガ
ン
ガ

ン
人
生
」
な
ど
の
新
曲
ア
ル
バ
ム
「
母
さ
ん

の
光
る
汗
」
を
発
表
し
、
リ
サ
イ
タ
ル
で
も

観
客
の
感
動
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
き

に
、
東
京
厚
生
年
金
会
館
で
開
催
さ
れ
た
リ

サ
イ
タ
ル
の
模
様
は
、
十
一
月
六
日
午
後
八

時
か
ら
、

N
H
K衛
星
第
二
放
送
で
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

「
海
難
遺
児
に
愛
の
手
を
」

新
井
理
夫
画
伯
が

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
個
展
を
開
催

岩

手

県

「
若
潮
の
つ
ど
い
」

盛
岡
で
開
催

歌
手
の
鳥
羽

一
郎
さ
ん
に
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
デ
ビ
ュ

ー

一
O
周
年
を
迎
え
た
今

年
も
、
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
で
忙
し
い
合
間
を

縫
っ
て
、
各
地
の
漁
港
で
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ

七

月

二

十

九

日

1
三
十
日
の

二
日
間
、

ン
サ
l
卜
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

「

第
十
六
回
大
会
」
は
岩
手
県
盛
岡
市
に
、

ま
た
、
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
親
の
文
県
内
中
学
生
十
余
名
を
中
心
に
県
庁
、
県
漁

…
同
河
川
閣

を
間
十
時
間
品
川
口
刊
誌
…

送
金
（
ロ
／
5
）
よ
り
奨
学
生
自
身
の
口
座
…

十

二

月

五

日

の

送

金

か

ら

に
直
接
入
金
す
る

「自
動
受
け
取
り
シ
ス
テ

…

郵

便

局

送

金

の

方

法

が

ム
」
に
変
わ
り
ま
す
。
郵
便
局
受
け
取
り
で

…

変

わ

り

ま

す

ま
だ
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
方
は
大
至
急

…

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

園

自
衛

ド
l

げ
骨’
岬

a
’

B

揃官、，．
J

〉
テ
』
ヘ

町
f
J

G
リ
；
士
け
い

例

ャ

果
F

同

恒
相
成
一
献

々
一
一

代

同一
翻

酌

m

h
a・
面
目
引

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
l
ル
が
東
京
都
代
々
木
公
園
の
「
ま
ち

と
む
ら
の
交
流
大
会
」
会
場
で
十
月
十
九

1

二
十
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
、
育
英
会
と
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
の
共
催
で

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
日
か
つ
連
、
の
り
推

進
協
、
各
地
方
協
議
会
、
水
産
団
体
等
の
特

段
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
育
英
事
業
の
紹

介
パ
ネ
ル
の
展
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
全
国

漁
協
学
校
の
学
生
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
よ

る
「
水
色
の
羽
根
募
金
」
の
呼
び
か
け
と
と

も
に
、
水
産
物
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
バ
ザ
！
ル

を
行
い
ま
し
た
が
、
コ
ー
ナ
ー
は
大
盛
況
で

し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
約
四
十
万
人

の
人
出
が
あ
り
、

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま

す
運
動
」
に
対
し
て
多
く
の
方
の
理
解
が
得

ら
れ
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

連
、
県
信
漁
連
、
共
水
連
、
漁
済
連
、
信
用

基
金
協
会
等
多
勢
の
来
賓
を
迎
え
、
岩
手
県

漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
主
催
の
も
と
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
海
難
事
故
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
子
ど
も
達
が
、
規
律
、
協

調
、
忍
耐
、
奉
仕
の
精
神
を
養
い
、
明
る
く

伸
び
伸
び
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
念
願
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
多
数
の
関
係
機
関
、
参
加

者
の
子
供
達
へ
の
励
ま
し
の
言
葉
に
続
い

て
、
小
学
校
校
長
先
生
の
講
話
の
後
、
市
内

の
橋
本
美
術
館
や
岩
本
展
望
台
な
ど
を
見

学
、
夜
は
み
ん
な
で
ゲ

l
ム
を
楽
し
ん
だ

り
、
講
師
の
校
長
先
生
の
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン

演
奏
に
合
わ
せ
、
大
合
唱
な
ど
で
盛
り
上

り
、
子
供
達
は
急
に
仲
良
く
、
親
し
み
、
大

は
し
ゃ
ぎ
を
呈
し
ま
し
た
。



( 2 ) 

一一
日
目
は
、
盛
岡
手
つ
く
り
村
を
尋
ね
、

子
供
た
ち
は
、
南
部
せ
ん
べ
い
作
り
に
挑

戦
、
懸
命
で
し
た
。
ま
た
広
大
な
小
岩
井
農

場
で
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
に
男
性
達
は

大
は
し
ゃ
さ
。
女
性
達
は
さ

っ
き
見
た
ひ
つ

じ
を
想

い
出
し
、
そ
の
肉
の
料
理
に
は

「お
お
か
わ
い
そ
う
」
な
と
極
め
て
同
情
的

で
し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
新
鮮
な
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
に
は
、
目
が
無
く

「お
い
し
い

お
い
し
い
」
と
の
連
発
で
大
好
評
で
し
た
。

緑
濃
い
岩
手
路
を
航
海

海
難
遺
児
七
名
が
参
加

よ

－．
 

5

一回

「サ
ン
ケ
イ
福
祉
の
船
」
第
十
三
回
は
、

産
経
新
聞
社
・

産
経
厚
生
文
化
事
業
団
の
主

催
で
、
本
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
同
三
十

一

日
の
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
静
岡
以
北
の
一

都
十
二
県
の
交
通
遺
児
及
び
海
難
遺
児
合
わ

せ
七
十
九
名
と
、

世
話
役
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

二
十
名
余
、
主
催
者
の
産
経
新
聞
社
の
幹
部

世
話
役
の
皆
さ
ん
等
百
二
十
余
名
に
よ
る
大

集
団
で
、
梅
雨
明
け
の
緑
濃
い
岩
手
路
を

『夏
休
み
に
心
揖
ま
る
ふ
れ
合
い
の
旅
』
で

い
き
い
き
航
海
を
楽
し
み
ま
し
た
。

四
日
間
の
色
々
な
得
が
た
い
体
験
と
友
情

は
一
生
忘
れ
難
い
貴
重
な
思
い
出
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
A
Q
一品英

司I!!.
同平成 3年10月25日

。
参
加
し
た
奨
学
生
の
感
想

て

最
初
は

一
寸
心
配
し
ま
し
た
が
、
友
達

も
す
ぐ
多
勢
で
き
ま
し
た
。
同
じ
県
の
お

友
達
と
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
世
界
が

広
く
な
っ
た
感
じ
で
す
。（
小
六

・
女
子
）

二
、
こ
の
旅
行
は
二
回
目
で
し
た
が
、
新
し

い
体
験
や
友
達
も
た
く
さ
ん
出
来
ま
し

た
。
産
経
新
聞
社
の
ス
タ
ッ
フ
や
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
み
な
さ
ん
、
楽
し
い
思
い
で
を

第 62号

あ
た
え
て
く
れ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（小
六

・
男
子
）

岩

手

県

の

福

島

県

の

大

下

貴

文

君

皆

さ

ん
叫
内

｛
呂
媛
県
の

皆
さ
ん

『
会
ロ
申
し
込
み
・
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

平
成
三
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
聞
に
会

員
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
同
時
に
奨
学

資
金
の
御
寄
付
を
賜
っ
た
会
員
の
御
芳
名
を

掲
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

〔
七
月
〕

マ
平
野
嘉
信

（岩
槻
市
）
マ
奥
手

初
栄

・
継
続
（
京
都
市
）

〔
八
月
〕

マ
匿
名

・
継
続
（
字
治
市
）

マ
田

村
元

・
継
続
（
渋
谷
区
）

マ
八
木
春
枝

・
継

続
（
神
奈
川
県
大
磯
町
）
マ
槍
垣
哲
男
（
愛

媛
県
関
前
村
）

〔
九
月
〕

マ
長
良
恭
行

（
江
戸
川
区）

マ
鶴

岡
俊
彦
（
千
代
田
区）

寄
付
』
の
お
礼

平
成
三
年
七
月
か
ら
九
月
末
ま
で
に
御
寄

付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を
掲
げ
、

そ
の
御
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
0

0
御
芳
名

（敬
林
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（各
都
道
府
県
の
漁

連、

信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
」
で
取

り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
付
金
を
含
み
ま
す
。

〔七
月
〕

マ
堀
内

一
成

・
香
典
返
し

（北
海

道
）
マ
北
野
栄

・
見
舞
返
し
（
同
）
マ
チ
ャ

リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

・
日
高
地
区
漁
協
職

員
協
議
会

（同
）
マ
第
二
回
日
本
一

ホ
タ
テ

ま
つ
り
記
念

・
常
呂
漁
協

（同
〉
マ
太
田
金

日
・
見
舞
返
し

（同
）
マ
水
産
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
千
葉
県
）

マ
千
葉
県
水
産
部

（同
）
マ
安
室
宏

・
褒
章
受
章
祝
い

（同
）

マ
千
葉
県
マ
全
水
商
連
第
三
八
回
松
山
大
会

実
行
委
員
会
（
愛
媛
県
）

マ
愛
媛
県
水
産
局

（同
）
マ
敦
賀
魚
商
協
同
組
合
青
年
部

（愛

媛
県
経
由
）
マ
山
梨
県
水
産
商
業
協
同
組
合

（同
経
由
）
マ
中
村
善

一
（
三
重
県
）
マ
藤

屋
や
す
こ

（山
口
県
）
マ
山
口
県

〔
八
月
〕

マ
鳥
羽

一
郎
漁
港
コ
ン
サ
ー
ト
海

難
遺
児
チ

ャ
リ
テ
ィ
シ

ョ
i
・
鹿
部
漁
協

（北
海
道
）
マ
鮮
魚
買
受
人
青
年
会
（
同
）

マ
側
道
南
冷
蔵

（同
）
マ
高
橋
昭

一
・
香
典

返
し

（同
）
マ
北
海
道
マ
鳥
羽

一
郎
チ
ャ
リ

テ
ィ
l
シ
ョ

l
・
神
津
島
漁
協

（東
京
都
）

マ
上
田
大
和

（静
岡
県
経
由
）
マ
静
岡
県
マ

石
倉
昇

・
香
典
返
し

（京
都
府
）
マ
穴
倉
義

光

（富
山
県
）
マ
宝
栄
丸
・
道
前
英
雄

（島

根
県
）

マ
土
井
康
造
・

香
典
返
し

（広
島

県）

マ
橋
本
茂
明

（同
）
マ
広
島
県
マ
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
募
金
箱

（
大
分
県
）
マ
佐
賀
関
町
商
工
会
議
所
青
年

部
（
同
）
マ
三
宅
哲
朗
・
香
典
返
し

（同
）

マ
熊
本
県

〔
九
月
〕

マ
鹿
部
海
と
温
泉
の
ま
つ
り
・
鹿

部
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

（北
海

都道府県別奨学生数

｝

計

在現

一

合

末

Tー
イ

月

一

一

事

。

i
ー

；

年

一

一

件

3
一
者

T
l

成

一
用
一
生

平

一
採

一
校

（
一

規

一
高

一
新

丁
｜

一
回
一
生

一
2

一
学

一
術開

一
由
十

一
度

Ti

一
年
一
生

一
3

一
学

一
成

一
小

一
平

T！
i

児柚山市
合 計

学資給与奨学生 奨学金貸与奨学生

名阻
幼児｜小学生 ｜中学生 ｜小計l高位生 It宇生事｜小計

1220) 30 26 9割I)40(1) 44 北樺遭

13 7副3)2割3)40 森膏 93(3) 17 

82 17 11 75 41 31 手岩

14 回（3)お（3)τ1 域宮 陀（3)20 

12 回

置5

執

出 12 

道
）
マ
式
部
久
雄

・
全
快
祝
返
し

（同
）
マ

仙
台
水
産
物
商
業
協
同
組
合

（宮
城
県
）
マ

鈴
木
有
太

（東
京
都
）
マ
静
岡
県
マ
水
産
庁

開
洋
丸
・
開
友
会
（
山
形
県
経
由
）
マ
山
形

県
マ
お
さ
か
な
フ

エ
ス
タ
お
か
や
ま
募
金
箱

（岡
山
県）

マ
第
二
回
鳥
取
県
豊
か
な
海
，つ

く
り
大
会
（
鳥
取
県
）
マ
鳥
取
県
マ
長
州
漁

協
婦
人
部

（大
分
県
）
マ
福
岡
県

二
、
－
般
寄
付

〔
七
月
〕

マ
指
幸
子

（板
橋
区
）
マ
神
野
崇

（町
田
市
）
マ
千
野
輝
雄

（松
戸
市
）
マ
山

上
義
人

（奈
良
市
）
マ
春
田
孝
二
郎

（文
京

区
）
マ
尾
崎
忠
士
（
浦
和
市
）
マ
野
中
千
代

乃

（儲
浜
市
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）
マ
丹
和

子
（
新
居
浜
市
）
マ
小
林
誠
（
台
東
区
）
マ

石
川
賢
広

（練
馬
区
）
マ
岩
地
水
産
株
式
会

社
清
算
人

（静
岡
市
）
マ
木
村
か
祢

（渋
谷

区
）
マ
野
中
恵
子

（鎌
倉
市
）
マ
中
山
筆
子

（藤
沢
市
）

マ
高
橋
圭
介

（鎌
ケ
谷
市
）
マ

北
村
美
寿
枝

（足
立
区
）
マ
水
産
記
者
ク
ラ

ブ
募
金
箱

（千
代
田
区
）
マ
上
田
都
美
（
荒

川
区
）
マ
鈴
木
敏
夫
（
横
浜
市
）
マ
今
泉
静

江
（
字
都
富
市
）
マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）

マ
牧
野
弁
三
（
松
戸
市
）
マ
福
岡
県
水
産
林

務
部
水
産
振
興
課

（福
岡
市
）
マ
山
中
正
子

17 

I 

38 

18 

24 

14 

30 

16 

23 

10 

12 

13 

木

島

域

車

京

海

神高川

山

井

知

宜

JII 

岡

掴

fi 

i 

干

車

軒

冨

石

掴

静

18 14 

（横
浜
市
）
マ
千
野
輝
雄

（松
戸
市
）
マ
伊

藤
興
広
・
香
典
返
し

（松
本
市
）
マ
陣
内
由

美
子

（市
川
市
）
マ
い
わ
き
魚
類
附

（
い
わ

き
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
江

浜
禎

一
（
長
崎
県
時
津
町
）

〔
八
月
〕

マ
匿
名

（品
川
区
）
マ
春
田
孝
二

郎

（文
京
区
）
マ
指
幸
子

（板
橋
区
）
マ
長

尾
悦

（枚
方
市
）
マ
田
代
た

つ
・
え
・
香
典
返

し

（船
橋
市
）
マ
竹
中
常
夫
（
長
崎
市
）
マ

嶋
田
久
美
子

（多
摩
市
）
マ
平
野
良
子

（横

浜
市
）
マ
羽
島
海
友
婦
人
会

（串
木
野
市
）

マ
木
村
か
祢

（渋
谷
区
）
マ
小
林
誠

（台
東

区
）
マ
中
島
け
い
子

（藤
沢
市
）
マ
梅
本
啓

次

（大
田
区
）
マ
田
平
喜
和
子

（宝
塚
市
）

マ
中
山
筆
子

（藤
沢
市
）
マ
小
林
譲
・
香
典

返
し

（沼
津
市
）
マ
上
回
都
美
（
荒
川
区
）

マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）

マ
東
都
水
産
側

（築
地
報
徳
会
経
由
・
中
央
区
）
マ
潮
待

茶
匡
企
業
組
合

（同
）
マ

側
ノ
ジ
喜
代

（同
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

（川
崎
市
）
マ
新

居
ツ
ヤ
子

（大
阪
市
）
マ
ケ
ン
工
業

（習
志

野
市
）
マ
藤
井
あ
つ
子

（宮
古
市
）
マ
北
九

州
海
書
会

・
洞
海
海
幸
町会
（
北
九
州
市
・
全

日
海
経
由
）
マ
第
七
八
光
洋
丸
竣
工
記
念
・

共
和
水
産
側

（境
港
市
）
マ
氷
橋
和
雄

（世

買

晶 お(I)

16 

22(1) 

10 

副I)12 

郷

阪

庫

山

取

量

# 

"};: 

16 14 

被島 お11 17 

山圃

包

鰻

51(1) 

14 

17 

21 2剖I)

13 

17(!) 

4 

10 

島

島

口

JII 

It 

書

ー

山

置

田
谷
区
）
マ
千
野
輝
雄

（松
一円
市
）
マ
北
丘

紫
陽
会

（同
）
マ
雪
解
俳
句
会
有
志

（同）

マ
三
島
美
耶
子

（同
）
マ
斉
藤
元
喜
（
仙
台

市
）
マ
亀
田
静
枝

（町
田
市
）
マ
高
橋
圭
介

（鎌
ケ
谷
市
）

〔
九
月
〕

マ
生
田
目
弥
寿

（調
布
市
）

マ
大

島
み
ぎ
わ
（
杉
並
区
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）

マ
第
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
油
絵
墨
彩
個
展
・

新
井
理
夫

（桐
生
市
）

マ
英
友
会
・
内
海
英

男

（千
代
田
区
）

マ
春
田
孝
二
郎
（
文
京

区
）
マ
渡
辺
か
つ
江

（仙
台
市
）
マ
富
越
宣

子

（市
川
市
）

マ
小
林
誠
（
台
東
区
）
マ
豊

田
幸
雄

（湖
西
市
）

マ
中
山
筆
子
（
藤
沢

市
）
マ
能
村
け
い

（横
浜
市
）
マ
高
津
B
出

夫

（
つ
く
ば
市
）

マ
上
回
都
美
（
荒
川
区
）

マ
石
巻
歌
謡
ア
カ
デ
ミ
ー
（
石
巻
市
）
マ
神

戸
大
倉
山
海
員
会
館
職
員
一
同
募
金
箱
（
神

戸
市
）
マ
山
上
義
人

（奈
良
市
）
マ
木
村
か

祢

（渋
谷
区
）

マ
高
橋
圭
介

（鎌
ケ
谷
市
）

マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）
マ
指
幸
子
（
板
橋

区
）
マ
匿
名

（品
川
区
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

（川
崎
市
）

マ
千
野
輝
雄

（松
戸
市
）
マ
中

島
け
い
子
（
藤
沢
市
）

お

合 17 

4(1) 

18 

I. 0お側

38 

回

拘

45 

42 

6 -

14 

10 
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4(1) 

41 

忽
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（住｝学賞給与奨学生白〈 ｝内は1費纏学俊生等で内置である．

18 

48 

33 

31 

剖1)
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30 

16 

12 

11 

17 

11 

15 
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